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五
月
二
日
か
ら
四
週
間
に
わ

た
っ
て
第
七
回
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
日
本
か
ら
約
一

千
人
が
参
加
。
各
地
の
反
核

医
師
の
会
か
ら
も
医
師
、
歯

科
医
師
が
地
域
の
代
表
団
に

加
わ
り
、
米
国
市
民
に
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
パ

レ
ー
ド
や
各
国
政
府
へ
の
要

請
、
集
会
へ
の
参
加
、
世
界
各

国
か
ら
の
参
加
者
な
ど
と
の
交

流
を
お
こ
な
っ
た
。

今
回
の
再
検
討
会
議
で
は
、

先
制
攻
撃
戦
略
と
核
使
用
戦
略

を
国
家
政
策
と
す
る
米
国
・
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
の
横
暴
な
態
度
に

よ
り
二
〇
〇
〇
年
の
合
意
が
台

な
し
に
さ
れ
た
が
、
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
流
れ
が
、
世
界
各

地
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止

国
際
医
師
会
議
）
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
会
議
の
内
外
で
多
彩
な

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

一
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ

□日　時：2005年１０月２２日（土）15時30分～２３日（日）15時

□会　場：名古屋／中京大学・名古屋キャンパス「ヤマテホール」ほか

□参加費：医師･歯科医師 5,000円、医学生･一般 1,000円、医療関係者 2,000円（いずれも予定）

□主な企画（※これは、現在実行委員会で検討している内容です。変更の可能性もありますので、ご了承ください）

▼15：30～

○シンポジウム

「戦争・テロ・核の恐怖から抜け出す平和への道｜私たちのなすべきことは？」（仮題）
シンポジスト：浅井基文氏（広島市立大学広島平和研究所長）

本　秀紀氏（名古屋大学法学部教授）
高草木博氏（原水爆禁止日本協議会事務局長）

○全体会

○レセプション

※22日（土）の12：00より反核医師の会全国世話人会が開催されます。
※22日（土）の14：00から地元の反核医師の会・愛知の主催で
アニメ映画『アンゼラスの鐘』上映会がおこなわれます（つどい参加者は無料）

▼9：00～14：00

○講演「医師としての被爆体験を語る」肥田舜太郎氏（日本被団協原爆者中央相談所理事長）

○分科会

第１分科会・核兵器廃絶をめざして
報告予定者：新原昭治氏（「非核の政府を求める会」核問題調査専門委員会委員）ほか

第２分科会・原爆症とは何か―集団訴訟勝利、被爆者の救済のために
報告予定者：聞間　元氏（全日本民医連被ばく問題委員会委員長・医療生協きたはま診療所所長）

沢田昭二氏（物理学者・名古屋大学名誉教授）
樽井直樹氏（原爆症認定訴訟名古屋弁護団事務局長）

第３分科会・憲法・国際法と日本の戦争責任
報告予定者：高橋　信氏（名古屋三菱・朝鮮女子勤労延身隊訴訟を支援する会代表世話人）

池住義憲氏（自衛隊イラク派兵差し止め訴訟の会代表）
飯室勝彦氏（中京大学教授・中日新聞論説委員）

第４分科会・劣化ウランの被害と劣化ウラン弾禁止運動
報告予定者：嘉指信雄氏（神戸大学教授　ＮＯ・ＤＵプロジェクト代表）

小野万里子氏（「セイブ・イラクチルドレン・名古屋」代表）
カリド･イドリッシ氏（イラク･バスラ教育病院整形外科医）
斉藤みち子氏（愛知県保険医協会副理事長）

医学生･若手医師の交流企画

▼14：00～

○全体会・閉会
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Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

開
か
れ
る

第16回 核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師･医学者のつどい in 名古屋
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被
爆
者
医
療

の
諸
課
題
に

つ
い
て
懇
談

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
集
会
に

は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
・
マ
ッ
コ
イ
共

同
議
長
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
医

学
生
が
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
ま

た
、ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

米
国
の
医
学
生
た
ち
が
「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
Ｘ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

組
織
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
ェ
ア
で
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
中
心
で
核
爆
発
が
起

き
た
場
合
の
影
響
を
示
す
地
図

パ
ネ
ル
や
文
書
を
使
い
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
民
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
重

要
性
を
説
明
し
て
対
話
し
た
。

十
一
日
に
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
代

表
は
、
被
爆
者
代
表
を
は
じ
め

他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
に
対
す
る
意
見
表

明
を
お
こ
な
っ
た
。

代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加

し
た
反
核
医
師
の
会
の
常
任
世

話
人
で
あ
る
山
上
紘
志
氏
、
松

尾
洋
一
郎
氏
か
ら
報
告
が
寄
せ

ら
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。（
二

面
、
三
面
に
関
連
記
事
）

反
核
医
師
の
会
・
常
任
世
話

人
会
の
被
爆
者
医
療
担
当
チ
ー

ム
で
は
七
月
三
日
、
東
友
会
の

山
本
副
会
長
と
村
松
相
談
員
を

招
き
、
被
爆
者
医
療
を
巡
る
諸

課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

被
爆
者
健
診
で
は
、
健
診
項

目
が
昭
和
三
十
三
年
の
実
施
以

降
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
腹
部
超
音
波
検
査
や
内
視

鏡
検
査
等
、
放
射
線
被
爆
の
な

い
検
査
の
実
施
や
、
現
代
医
療

の
水
準
に
あ
っ
た
健
診
内
容
へ

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、被
爆
者
か
ら
は
安
心

し
て
か
か
れ
る
医
療
機
関
を
求

め
る
声
が
多
く
、
被
爆
者
に
被

爆
地
の
地
図
を
示
し
な
が
ら
の

丁
寧
な
問
診
な
ど
が
喜
ば
れ
重

要
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

被
爆
者
認
定
訴
訟
で
は
、
初

め
て
Ｃ
型
肝
炎
と
の
関
連
性
が

認
め
ら
れ
た
東
裁
判
判
決
の
内

容
や
各
地
の
訴
訟
運
動
、
今
後

の
訴
訟
運
動
に
つ
い
て
交
流
し

た
。
訴
訟
運
動
に
お
い
て
は
、

訴
訟
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
決

意
し
た
と
こ
ろ
、
新
聞
報
道
で

実
名
を
紹
介
さ
れ
た
た
め
訴
訟

当
日
に
取
り
下
げ
ら
れ
た
事
例

や
親
族
か
ら
の
反
対
に
あ
い
訴

訟
を
断
念
し
た
等
の
実
例
が
紹

介
さ
れ
、
被
爆
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
問
題
な
ど
、
訴
訟
運
動
の

厳
し
さ
が
伺
え
た
。

そ
の
他
、
介
護
保
険
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
の
増
加
に
伴

い
、
被
爆
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
都
内
の
各
介
護
保
険
施

設
に
設
置
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
紹
介
さ
れ
た
。
な
お
、
今

年
十
月
に
実
施
さ
れ
る
介
護
保

険
法
「
改
正
」
に
伴
い
、
従
来

被
爆
者
健
康
手
帳
の
提
示
に
よ

り
無
料
と
な
っ
て
い
た
居
住

費
、
食
費
が
原
則
全
額
自
己
負

担
と
な
り
、
被
爆
者
へ
の
助
成

の
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
響
く

核
廃
絶
の
声

大
阪
・
山
上
紘
志

核
廃
絶
を
訴
え
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
四
万
人
パ
レ
ー
ド

千
葉
・
松
尾
洋
一
郎

原
水
協
に
加
盟
す
る
団
体
や

個
人
の
二
〇
〇
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
要
請
代
表
団
八
百
三

十
人
は
、
―
被
爆
六
〇
年
、

「
い
ま
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
！
」

「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約
束
」

の
実
行
を
求
め
よ
う
！
―
を
合

言
葉
に
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

四
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
に

か
け
て
順
次
訪
米
し
、
五
月
一

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
合
流
し

た
。第

一
グ
ル
ー
プ
の
各
班
は
そ

れ
ぞ
れ
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
旧
核

施
設
群
を
視
察
し
、
被
爆
し
た

現
地
住
民
た
ち
と
懇
談
し
た

り
、
ネ
バ
ダ
の
核
実
験
場
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
宇

宙
博
物
館
で
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
を
見

て
来
て
い
た
。
保
団
連
の
代
表

と
し
て
、
千
葉
の
松
尾
洋
一
郎

氏
と
筆
者
は
、
第
二
グ
ル
ー
プ

で
直
接
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い

た
。五

年
ご
と
に
開
か
れ
る
こ
の

再
検
討
会
議
は
、
議
題
さ
え
決

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）

二
〇
〇
五
年
再
検
討
会
議
へ
向

け
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
成
さ
れ

た
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約

束
」
の
実
行
を
求
め
る
べ
く
、

そ
し
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
傲
慢

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
べ

く
、
日
本
か
ら
大
挙
し
て
八
百

三
十
名
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
押

し
か
け
た
。
私
は
四
月
二
十
九

日
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
百
四
十

名
と
共
に
出
発
、
十
六
時
間
半

バ
イ
ン
大
聖
堂
で
日
本
原
水
協

主
催
に
よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
た
。
日
本
か
ら
は

翌
日
の
大
集
会
パ
レ
ー
ド
に
参

加
す
る
人
達
は
も
ち
ろ
ん
、
米

国
市
民
も
含
め
て
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
八
百
五
十
人
以
上
が
熱

心
に
参
加
し
た
。

日
本
原
水
協
・
高
草
木
事
務

局
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
会
場

提
供
者
の
ト
マ
ス
・
ミ
ラ
ー
司

教
が
「
原
水
協
の
み
な
さ
ん
の

活
動
は
大
変
大
切
な
こ
と
で
あ

る
」
と
の
歓
迎
の
言
葉
が
あ
っ

た
。続

い
て
Ｉ
Ｐ
Ｂ
（
国
際
平
和

ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
会
長
コ
ー
ラ
・

ワ
イ
ス
女
史
が
代
表
団
へ
「
米

国
世
論
を
高
め
る
う
え
で
、
日

本
か
ら
八
百
名
を
超
え
る
人
達

の
参
加
は
大
き
な
力
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

次
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
エ
ジ
プ

ト
国
連
大
使
・
マ
ゲ
ド
氏
は
、

「
二
〇
〇
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
で
の
『
明
確
な
約
束
』

ま
ら
な
い
ま
ま
に
二
日
に
国
連

本
部
で
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
〇

〇
年
の
前
回
会
議
で
は
、
核
兵

器
廃
絶
へ
の
明
確
な
約
束
、
包

括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ

Ｂ
Ｔ
）
の
早
期
発
効
な
ど
核
軍

縮
へ
の
十
三
項
目
で
合
意
し
て

い
た
。
し
か
し
、
米
国
の
核
戦

略
が
障
害
と
な
り
、
昨
年
の
準

備
委
員
会
で
提
案
さ
れ
た
議
題

案
が
二
〇
〇
〇
年
の
再
検
討
会

議
の
「
最
終
文
書
」
に
触
れ
て

い
る
と
し
て
、
米
国
が
反
対
し

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
再
検
討
会
議
は
十

一
日
の
本
会
議
で
、
懸
案
と
な

っ
て
い
た
会
議
の
議
題
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。
議
題
が
決

定
し
た
こ
と
で
、
核
軍
縮
、
核

不
拡
散
、
原
子
力
の
平
和
利
用

に
つ
い
て
三
つ
の
主
要
委
員
会

の
協
議
が
、
よ
う
や
く
始
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
。
急
転
直
下
、

困
難
な
情
勢
を
切
り
開
い
た
の

は
、
全
世
界
の
核
廃
絶
の
世
論

と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
連

帯
行
動
で
あ
っ
た
。
再
検
討
会

議
が
議
題
を
決
め
た
十
一
日
に

は
画
期
的
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
る
。
米
国
東
部
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
州
議
会
上
院
は
本
会
議

で
、「
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
対

し
、
核
兵
器
の
禁
止
と
廃
絶
に

関
す
る
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う

求
め
る
」
と
し
た
決
議
案
を
反

対
ゼ
ロ
で
採
択
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
決
議
が
州
議
会
で
採
択

さ
れ
た
の
は
全
米
で
初
め
て
で

あ
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
四
月
十

三
日
に
核
兵
器
開
発
の
お
ひ
ざ

も
と
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
サ

ン
タ
フ
ェ
市
議
会
が
核
廃
絶
決

議
を
上
げ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
再
検
討
会
議
は

五
月
二
十
七
日
、
四
週
間
の
日

程
を
終
了
し
た
。

世
界
が
注
目
し
た
実
質
的
内

容
の
あ
る
「
最
終
文
書
」
は
採

択
さ
れ
な
か
っ
た
。
最
大
の
責

任
は
米
国
に
あ
る
。
そ
の
他
の

核
兵
器
保
有
国
も
核
廃
絶
の

「
明
確
な
約
束
」
を
誠
実
に
果

た
さ
な
か
っ
た
。
町
村
信
孝
外

務
大
臣
は
、
一
般
討
論
で
も
核

廃
絶
の
「
明
確
な
約
束
」
に
言

及
せ
ず
、
米
国
の
新
型
核
開
発

計
画
へ
の
批
判
も
し
な
か
っ

た
。
唯
一
の
被
爆
国
の
政
府
代

表
者
と
し
て
「
恥
ず
べ
き
」
で

あ
っ
た
。

「
最
終
文
書
」
の
不
採
択
は

実
に
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
国

際
共
同
行
動
の
四
万
人
の
参
加

者
、
被
団
協
に
よ
る
国
連
本
部

内
で
の
初
の
原
爆
展
、
各
国
代

表
も
招
い
て
の
連
日
の
学
習
会

や
講
演
会
な
ど
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人

た
ち
の
活
躍
は
多
岐
に
わ
た
っ

た
。
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
約
千
七
百
人
で
、
過

去
最
高
で
あ
っ
た
。
秋
葉
市
長

は
「
私
た
ち
は
多
数
派
だ
」
と

繰
り
返
し
訴
え
た
。
国
際
社
会

で
は
核
廃
絶
の
声
は
多
数
派
で

あ
る
。そ
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
連
帯

行
動
を
と
る
こ
と
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
。

パ
レ
ー
ド
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の
長
旅
で
と
な
っ
た
。

到
着
し
た
翌
日
、
小
雨
降
る

中
、
ホ
テ
ル
前
の
地
下
鉄
駅
前

で
早
速
街
頭
署
名
活
動
を
お
こ

な
っ
た
。
宗
教
者
達
の
太
鼓
や

う
た
ご
え
の
会
の
歌
の
中
で

「Please
sign

for
Peace

」

の
呼
び
か
け
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
の
二
百
筆
の
署
名
を
集
め

た
。政

府
代
表
、
米
反
核
リ
ー

ダ
ー
な
ど
が
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

午
後
か
ら
は
、
世
界
最
大
の

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
・
ザ
・
デ
ィ
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二
〇
〇
五
年
核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
が
五
月
二
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
再

検
討
会
議
は
「
核
兵
器
の
全
面
廃
絶
に
対

す
る
核
兵
器
国
の
明
確
な
約
束
」
を
は
じ

め
と
す
る
二
〇
〇
〇
年
再
検
討
会
議
の
合

意
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
最
大
の
課

題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
合
意

文
書
を
ま
と
め
る
こ
と
も
で
き

な
い
で
、
四
週
間
の
会
期
を
終

了
し
た
。
こ
れ
は
核
兵
器
廃
絶

を
求
め
る
世
界
の
世
論
に
そ
む

く
も
の
で
あ
り
、
大
変
残
念
な

結
果
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
と
し
は
広
島
・
長
崎
被
爆
六
〇
年
の

年
で
あ
る
。
被
爆
者
は
も
と
よ
り
、
世
界

の
多
く
の
人
々
が
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
を
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
に
核
兵
器
が
地
球
上
に
数
万
発
も

あ
る
。
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
が
核
兵
器
の

先
制
使
用
も
辞
さ
な
い
と
公
言
す
る
な

ど
、
核
戦
争
の
危
機
が
依
然
と
し
て
続
い

て
い
る
。
一
刻
も
は
や
く
核
兵
器
の
廃
絶

を
と
求
め
る
被
爆
者
の
願
い
が
世
界
の
多

く
の
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
。
そ
の
願
い

が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
前
日
の
五
月
一

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
核
兵
器

廃
絶
と
戦
争
終
結
を
求
め
る
集
会
に
結
集

し
た
。現
に
戦
争
を
し
て
い
る
国
で
あ
り
、

最
大
の
核
保
有
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
中

心
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
核
兵
器
廃
絶
と

戦
争
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
る
集
会
が
世

界
の
民
衆
に
よ
っ
て
大
規
模
に
行
わ
れ
た

こ
と
は
歴
史
的
な
意
義
を
持
つ
と
い
っ
て

よ
い
と
思
う
。

二
〇
〇
〇
年
合
意
の
実
現
に
向
け
た
新

た
な
合
意
を
つ
く
れ
な
い
と
い
う
事
態
を

招
い
た
原
因
は
色
々
あ
る
が
、
も
っ
と
も

責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
核
超
大
国
の
横
暴

で
あ
ろ
う
。
再
検
討
会
議
の
数
ヶ
月
前
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
の
当
局
筋
は
二
〇
〇
〇
年

合
意
の
「
死
文
化
」
を
公
言
し
て
い
た
。

核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約
束
ど
こ
ろ

か
、
二
月
に
は
非
核
保
有
国
に
対
す
る
核

兵
器
不
使
用
を
条
約
化
す
る
こ
と
も
拒
否

す
る
方
針
を
決
め
た
と
報
道
さ
れ
て
い

た
。と
は
言
え
、二
〇
〇
〇
年
合
意
を
反
故

に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
と
は
核
保
有
国
五
カ
国
の

核
兵
器
保
有
を
認
め
る
一
方
で
、
非
核
兵

器
保
有
国
へ
の
核
拡
散
を
禁
止
す
る
不
平

等
体
制
で
あ
る
。
そ
の
不
平
等
に
対
す
る

新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
を
先
頭
と
す
る
諸
国

の
活
動
と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
諸
国
民

の
世
論
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
が
二
〇
〇

〇
年
合
意
で
あ
っ
た
。
ご
く
一
部
の
国
だ

け
が
核
兵
器
保
有
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う

不
平
等
が
歴
史
の
試
練
に
な
が
く
耐
え
ら

れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

希
望
を
持
て
る
動
き
も
あ
る
。
そ
の
ひ

と
つ
は
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
直

前
に
メ
キ
シ
コ
市
で
非
核
地
帯
国
際
会
議

が
開
か
れ
、
非
核
地
帯
を
世
界
に
広
げ
る

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で

に
南
半
球
は
ほ
ぼ
完
全
に
非
核

地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で

は
ベ
ル
ギ
ー
上
院
が
欧
州
非
核

地
帯
の
創
設
を
提
唱
す
る
決
議

を
採
択
し
た
。
非
核
地
帯
の
拡

大
は
核
兵
器
廃
絶
の
推
進
力
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

被
爆
六
十
年
の
後
半
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
を
大
き
く
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
は

じ
め
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
と
行

動
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
と
り
わ
け
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
・
事
務
局

長
　
平
山
武
久
）

を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

核
保
有
国
は
段
階
的
に
核
軍
縮

を
実
施
し
て
欲
し
い
。
五
ヶ
国

に
よ
る
新
た
な
核
の
開
発
を
止

め
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
安

全
の
保
障
と
し
て
、
非
核
保
有

国
へ
の
核
の
不
使
用
を
約
束

し
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て

援
助
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
中
東
に
非
核
地
帯
を
つ

く
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
を
強

化
し
て
ゆ
く
べ
き
」
と
発
言
し

た
。続

い
て
「
廃
絶
２
０
０
０
」

の
会
の
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ン
・
カ

バ
ソ
女
史
は
、「
自
分
は
ア
メ

リ
カ
人
で
あ
り
、
ま
ず
最
初
に

被
爆
者
の
方
々
に
個
人
的
に
謝

罪
し
た
い
」
と
述
べ
、「
米
国

政
府
が
『
前
回
の
約
束
』
を
反

故
に
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
他

国
が
約
束
を
破
る
こ
と
に
つ
い

て
非
難
し
て
い
る
こ
と
は
、
非

常
に
お
か
し
い
。
米
国
政
府
は

Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
第
六
条
を
守
る
義

務
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
最
後

に
「
米
国
に
対
抗
す
る
に
は
、

世
界
中
の
市
民
が
核
兵
器
を
無

く
す
と
い
う
強
い
信
念
が
必

要
」
と
結
ん
だ
。

最
後
は
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
レ

パ
レ
ー
ド
後
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ

ー
ク
内
で
の
集
会
で
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
に
扮
す
る
人

「
核
兵
器
の
廃
絶
を
」
訴
え
る
横
断
幕
を
掲
げ
て
の
行
進
。
沿
道

か
ら
の
参
加
も
含
め
四
万
人
を
超
え
る
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
結
果
と
核
廃
絶
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横
断
幕
を
掲
げ
、
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ン
ド
に

向
け
出
発
し
た
。

一
千
人
を
越
す
日
本
人
達
と

三
十
数
カ
国
か
ら
の
参
加
者

で
、
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に
大
勢

の
人
達
が
集
ま
っ
て
き
た
の
か

ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
の
大
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
パ
レ
ー
ド
と
な
っ

た
。
沿
道
か
ら
の
飛
び
入
り
も

あ
っ
た
り
で
、
四
万
三
千
人
の

行
進
と
な
っ
た
。

あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
メ
キ
シ
コ
の
あ
る
軍
縮

国
連
大
使
も
国
連
本
部
前
か
ら

大
使
館
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
最
後

ま
で
歩
か
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
終
結
し

た
時
に
は
、
足
は
棒
に
な
っ
て

い
た
。

秋
葉
広
島
市
長
、
伊
藤
長
崎

市
長
も
演
説
さ
れ
、「
二
日
か

ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が

『
明
確
な
約
束
』
の
実
行
に
向

け
、
確
か
な
一
歩
と
な
る
よ
う

み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
せ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

高
草
木
氏
は
、「
今
回
の
Ｎ

Ｐ
Ｔ
会
議
後
ド
ァ
ル
テ
氏
へ
提

出
し
た
五
百
三
万
八
千
百
八
筆

の
署
名
の
中
に
は
、
全
世
界
一

千
以
上
の
首
長
・
議
員
が
含
ま

れ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

ン
ズ
奉
仕
委
員
会
の
ジ
ョ
セ

フ
・
ガ
ー
ソ
ン
氏
。「
人
は
い

つ
で
も
、
ど
ん
な
時
で
も
平
和

を
希
求
し
よ
う
！
美
し
い
も
の

を
造
り
、
楽
し
む
こ
と
が
人
間

の
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
人
を

殺
害
し
国
土
を
破
壊
す
る
こ
と

で
は
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
９
・

11
以
後
、こ
の
事
件
を
利
用
し
、

人
々
を
脅
し
、
他
国
の
人
々
を

殺
害
し
て
き
た
。
今
や
米
国
は

三
種
の
赤
字
を
か
か
え
、
一
八

九
〇
年
代
と
同
じ
状
態
に
ま
で

経
済
的
に
落
ち
込
ん
で
き
て
お

り
、
米
国
は
狂
気
の
時
代
へ
と

入
っ
て
い
る
。
日
本
か
ら
八
百

人
を
超
す
人
達
が
参
加
し
た
こ

と
は
、
米
国
の
平
和
運
動
に
大

き
な
力
と
な
っ
た
」と
述
べ
た
。

最
後
に
、「
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
候
補
に
、
自
分
は
日
本

被
団
協
を
挙
げ
た
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

街
を
揺
る
が
し
た
大
パ
レ

ー
ド
と
大
集
会

翌
五
月
一
日
、
朝
か
ら
の
雨

が
心
配
さ
れ
た
が
、
一
時
間
前

に
は
カ
ラ
リ
と
晴
れ
わ
た
り
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
東
一
番
街
と
二

番
街
か
ら
「
Ａ
ｂ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
　
Ｎ
ｕ
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｒ
　
Ｗ

ｅ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
ｓ
　
Ｎ
ｏ
ｗ
」
の
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核
戦
争
防
止
和
歌
山
県
医
師

の
会
は
六
月
二
十
五
日
に
第
十

七
回
総
会
を
開
催
し
た
。

昨
年
度
の
活
動
の
特
徴
と
し

て
は
、
反
核
平
和
を
求
め
る
他

団
体
と
の
共
同
行
動
と
し
て
、

世
界
平
和
市
長
会
議
が
提
唱
し

た
「
二
〇
二
〇
ビ
ジ
ョ
ン
」
へ

の
賛
同
要
請
を
県
下
五
〇
の
全

自
治
体
の
首
長
お
よ
び
議
会
宛

に
行
い
、
九
議
会
が
国
へ
の
意

見
書
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
広

島
へ
の
平
和
訪
問
旅
行
で
、
広

島
福
島
生
協
病
院
院
長
の
斎
藤

先
生
と
原
爆
医
療
問
題
の
学
習

懇
談
会
を
行
い
、
平
和
企
画
へ

の
医
系
学
生
の
参
加
援
助
を
行

う
基
金
も
創
設
し
た
。

総
会
後
、「
戦
争
中
毒
」
を

翻
訳
さ
れ
た
き
く
ち
ゆ
み
さ
ん

を
招
い
て
、「『
戦
争
中
毒
』
の

治
し
方
―
あ
な
た
に
も
出
来
る

こ
と
　
あ
ん
な
こ
と
―
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
、
百
人
が

参
加
し
た
。

き
く
ち
さ
ん
は
環
境
問
題
か

ら
平
和
問
題
に
か
か
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
決
定
的
な
事

件
は
「
テ
ロ
リ
ス
ト
は
誰
？
」

核
戦
争
を
防
止
し
平
和
を
求

め
る
茨
城
医
療
人
の
会
は
六
月

十
九
日
、
第
二
回
総
会
と
、
元

ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
員
ア
レ
ン
・

ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
の
平
和
講
演
会

を
開
催
し
た
。

ぱ
い
の
百
二
十
人
を
前
に
、
地

元
の
バ
ン
ド
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」
に
よ
る
平
和

の
歌
を
演
奏
。
続
い
て
、
ア
レ

ン
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
が
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
に
従
軍
し
た
体
験
を
克

明
に
紹
介
し
、「
戦
場
で
は
泣

き
叫
ぶ
女
性
や
こ
ど
も
、
お
年

寄
り
の
姿
や
腐
敗
し
た
死
体
の

に
お
い
。
映
画
や
テ
レ
ビ
映
画

に
出
て
こ
な
い
光
景
こ
そ
毎
晩

夢
に
出
て
く
る
」
と
語
っ
た
。

ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
の

講
演
を
聞
い
た
女
性
は
、「
衝

撃
的
な
戦
争
体
験
の
話
で
し

た
。『
憲
法
九
条
が
六
十
年
も

の
間
あ
な
た
方
を
戦
争
か
ら
守

っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。
今

度
は
あ
な
た
た
ち
が
九
条
を
守

る
番
で
す
。』
と
い
う
彼
の
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
彼

の
話
を
聴
い
て
、
本
当
に
そ
う

だ
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

七
月
二
日
（
土
）、

千
葉
市
内
に
お
い

て
、
核
戦
争
防
止
千

葉
県
医
師
の
会
、
被

爆
者
団
体
、
県
保
険

医
協
会
な
ど
二
十
四

団
体
で
構
成
す
る
千

葉
県
平
和
事
業
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る

ピ
ー
ス
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ

二
〇
〇
五
が
開
催
さ

れ
た
。

「
核
兵
器
廃
絶
、被
爆
の
実
相

と
被
爆
者
の
実
情
を
伝
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
〇
二
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
四

回
目
。
実
行
委
員
会
参
加
団
体

広
島
・
長
崎
が
人
類
最
初
の
核
兵
器
の

犠
牲
と
な
っ
て
か
ら
今
年
で
60
年
に
な
り

ま
す
。

こ
の
非
人
道
的
な
兵
器
は
、
21
世
紀
の

今
日
も
な
お
世
界
に
３
万
発
も
保
有
さ
れ
、

多
く
の
人
々
の
命
を
危
険
に
晒
し
続
け
て

い
ま
す
。
被
爆
者
は
高
齢
と
な
り
、
被
爆
体

験
の
風
化
も
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
長
崎
の
爆
心
地

に
近
い
浦
上
第
一
病
院
（
現
・
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
病
院
）
で
自
ら
被
爆
し
な
が
ら
も

医
療
活
動
を
続
け
た
医
師
、
秋
月
辰
一
郎

氏
を
主
人
公
と
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映

画
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
１
９
４
５
〜

ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〜
」
の
製
作
が
企
画
さ

れ
、
同
時
に
こ
れ
を
支
え
る
市
民
運
動

「
製
作
支
援
の
会
」
も
活
動
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

反
核
医
師
の
会
で
は
、
こ
の
作
品
の
製

作
支
援
活
動
を
通
し
て
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、

平
和
の
大
切
さ
を
次
世
代
へ
と
語
り
継
ぎ
、

全
世
界
か
ら
核
兵
器
を
完
全
に
な
く
す
運

動
を
よ
り
大
き
な
も
の
に
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
・
１
９
４
５
〜
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
〜
」

「
戦
争
中
毒
」の
治
し
方

―
あ
な
た
に
も
出
来
る
こ
と
　
あ
ん
な
こ
と
―

第
十
七
回
核
戦
争
防
止
和
歌
山
県
医
師
の
会
総
会

元
米
海
兵
隊
員

ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
氏
の
講
演
会
開
催

核
戦
争
を
防
止
し
平
和
を
求
め
る
茨
城
医
療
人
の
会

ピ
ー
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
二
〇
〇
五
が
開
催

千
葉
県
平
和
事
業
実
行
委
員
会

を
み
た
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し

て
９
・
11
が
起
こ
り
、
な
ん
と

し
て
も
戦
争
を
行
わ
せ
な
い
た

め
に
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
ピ
ー

ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
始
め
た
。

大
き
く
広
が
り
ア
メ
リ
カ
を
中

心
に
五
回
の
新
聞
へ
の
意
見
広

告
を
実
現
さ
せ
た
。

き
く
ち
さ
ん
は
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
、
難
し
く
考
え
ず

に
、
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
よ

う
に
始
め
よ
う
と
、
自
分
の
経

験
か
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
さ
れ

た
。総

会
と
同
時
進
行
で
上
映
し

た
「
テ
ロ
リ
ス
ト
は
誰
？
」

（
講
演
会
講
師
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）

に
も
五
〇
名
以
上
の
参
加
が
あ

っ
た
。

昨
年
四
月
に
発
足
し
た
会

は
、「
被
爆
体
験
を
聞
く
会
」や

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
京
大
会
へ
の
代

表
派
遣
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き

た
。総
会
で
は
被
爆
六
十
年
の
今

年
、市
民
の
健
康
を
守
る
医
療

の
専
門
家
と
し

て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

の
呼
び
か
け
に

積
極
的
に
応

え
、核
兵
器
の
廃

絶
と
平
和
を
求

め
る
運
動
を
さ

ら
に
大
き
く
広

げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

総
会
記
念
行

事
は
県
内
の
平

和
諸
団
体
と
と

も
に
実
行
委
員

会
を
つ
く
っ
て

平
和
講
演
会
を

準
備
し
て
き

た
。
会
場
い
っ

も
初
回
の
二
倍
と
な
っ
た
。

昼
と
夜
の
二
回
、
そ
れ
ぞ
れ

映
画
「
父
と
暮
せ
ば
」
の
上
映

と
講
演
、
原
爆
症
認
定
裁
判
の

報
告
と
支
援
の
訴
え
が
行
わ

れ
、
昼
の
部
は
作
家
の
井
上
ひ

さ
し
氏
が
、
夜
の
部
は
東
京
大

学
教
授
で
「
九
条
の
会
」
事
務

局
長
の
小
森
陽
一
氏
が
講
演
を

行
っ
た
。

井
上
氏
は
、「『
父
と
暮
せ
ば
』

と
今
、
伝
え
た
い
こ
と
」
と
題

し
、
原
爆
は
今
も
被
爆
者
だ
け

で
な
く
次
世
代
を
も
蝕
み
爆
発

し
続
け
て
い
る「
悪
魔
の
兵
器
」

で
あ
る
と
告
発
す
る
と
と
も

に
、
原
爆
投
下
の
原
因
を
作
っ

た
の
は
日
本
の
侵
略
戦
争
で
、

そ
の
加
害
の
立
場
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
強
調
。
人
間
が
作

り
出
し
た
戦
争
や
原
爆
は
、
人

間
の
手
で
止
め
ら
れ
る
。
平
和

を
愛
す
る
者
が
手
を
つ
な
げ
ば

必
ず
勝
利
で
き
る
と
結
ん
だ
。

当
日
の
参
加
者
は
千
八
百

名
、
特
に
昼
の
部
は
立
ち
見
が

で
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

昼
の
部
で
講
演
す
る

井
上
ひ
さ
し
さ
ん

＜お問い合わせ先＞「NAGASAKI・1945～アンゼラスの鐘～」製作委員会事務局

【本部】有限会社関西プロデュースセンター
〒607-8354 京都市山科区西野小柳町69-1 TEL.075-581-0066 FAX.075-581-5312
e-mail : tetsu999@skyblue.ocn.ne.jp 公式ホームページ : http://nagasaki1945.info

日　　時 会　　　　場
備考（チケットのお求めについて：
製作協力券１枚1,000円を下記までお申込み下さい）

９月９日（金）
「ブリックホール」 製作委員会長崎事務局／長崎県映画センター

（長崎） TEL 095-824-2974  FAX 095-824-2958

９月16日（金）
「新宿明治安田生命ホール」 製作委員会本部／（有）関西プロデュースセンター

（東京） TEL 075-581-0066  FAX 075-581-5312

９月21日（水）
「アバンティホール」 製作委員会本部／（有）関西プロデュースセンター

（東京） TEL 075-581-0066  FAX 075-581-5312

◇完成披露上映会予定◇

日　　時 会　　　　場 備考（主催者・連絡先等）

富山県教育文化会館ホール 主催：「アンゼラスの鐘」上映実行委員会とやま
９月25日（日）

（富山市）
後援：富山県、富山県教育委員会、北日本新聞社、

ＮＨＫ、ＫＮＢ、ＢＢＴ、チューリップテレビ

12月10日（土） 練馬公民館ホール 主催：アンゼラスの鐘製作を支援する練馬の会
（東京都練馬区） 後援：練馬区・練馬区教育委員会

◇自主上映会予定◇

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

講
演
す
る
、
き
く
ち
ゆ
み
さ
ん
（
上
）
・
「
憲
法
９
条
は

平
和
の
力
」
と
訴
え
る
ア
レ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
（
下
）
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